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健康成人糞便中の CJ.-?st_r i di um Wel Chi i 

耐熱性菌の一考察

まえがき

食中毒原因菌と目されるウエルツユ菌 (Ciostr-

idillmWelt1b.11s Clostndum Perfr:il.屯ens)v研

究発表は．最近数多く見られるが健康人の糞便に

常在するウエルシユ菌とその耐熱性については．

国立予研赤真らゼ翌るくわしい報告がある。筆者

も42年度所報で健康成人の糞便についての調査

成績を報告したが．今回県立A病院給食業務に従

事する約 50名について毎月定期検便を実施し．

同一個体の耐熱性ウエルツユ菌の常在性について

検討を加えることにした。

実：験方法

I 検体について

給食に従事する男女糞便．毎月未提出のもので．

44年94月から 45年3月まで12ヶ月間．その

検査延数は表1)のとおり男 19 1，女844の535

検体である。

戸雙 検 体 数
ムロ 計

男 女
4, 17 30 47 
5 16 28 44 
6 16 8 2 48 
7 13 31 44, 

8 1 7 31 48 ， 16 28 44, 

1 0 1 q 28 45 
1 1 

＇ 
16 26 -42 

1 2 I 16 29 45 I 

1 I 16 24, 40 
2 | 16 28 44 
3 l 5 I ← 29 44, 

計 ！ 1 91 ! 344, 5 35 
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11 培養方法

1 焙地

金 鉄三郎

① 耐熱性ウエルシュ菌増菌培地として自家製

の馬肝々片•プイヨンを使用した。

② 嫌気性菌分離培養基としては．市販のカナ

マイシン不含 CW寒天基猫培地（ニッサン）に卵

菌液を加えて使用した。

2 嫌気性焙養法

真空ポンプに吸引によるぬrv'sjarの方法に

よ^ た。

3 耐熱性藷の分離法

自家製肝々プイヨンに糞便約 19を投入．懸濁

液とした後10 0℃ 1時閉加熱後急冷． 37℃フ

ラン器内で24時間～72時間焙養観察を行ない．

ガス発生によ＾てあきらかに増殖と認められるも

のについて CW卵黄寒天乎板に分離．嫌気性娯養

を行ない発生泉落について諸性状を検査LCl,ウエ

ルシユ菌と決定した。

4 分離菌株の形態および生化学的性f

分離菌株の諸性状：査は辺野喜のテ卓ストおよ

び庭物検査必虜 によつたが．その主なものは．

① グラ9ム染色：陽性の大相菌である。

R 嫌気性陪養のCW卵菌寒天焙地では乳光反

応が認められd抗毒素試験では抑制される。

R 好気培養試験では普通寒天および血液寒天
乎板 (Ze1ssler)87℃2 0時閉培養では発生しな

いことが確認された。

④ 牛乳調司試験の鉄加牛乳培地では強く牛乳

を凝固すると共に著しくガスを発生する。

R ィンドール試験は陰性である。
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R 運動性はない。

⑰ 炭水化物分解試験では．ラクトーゼ．白糖

プドー糖などいずれも分解する。・

5 血清却別法

分離された耐熱性ウエルシユ菌の血清学的郡別

法は．市販の東芝製•ウエルシユ萌 (A甜）抗血

清を用いた。

方法は嫌気性培養によ＾て Zeisslef血液寒天

に純培養の被検菌液を作製し．のせガラス上にて

凝反応を実施•その Hoあs 郡を分類：し'/t.。

'(2) 検査成績表

m 実験成績
1 実験の成績は表2)のとおりで10 0℃1 

時間の耐熱性株は．男8や1の11.5，，，．女は｀
の22.4，，，で男女平均は 0％組の20.3，，，であっ

た。 更に耐熱性10 9株のH:>bbS血清型数は男

1'2の21.9りで女啄'7の82.“であり男女平
均率は 8~10虻 2 9.3，，，となり．印bbs郡は検査
数58 5件の 6，，，の検出率となる。

月別 11性別 検体数
Ce Welchii H0bbs  'IVP  e 

耐熱性 Hobb~ 1'2 8 4, 5 6 'l 8 ， 10 11 12 1 8 計
男 1 ? 4 1 1 I 
4! 
女 30 6 4 1 1 1 1 4! 

男 16 5 8 1 2 8 
5 
女 28 8 1 1 1 

6 
男 16 1 

女 8 2 8 1 1 1 

男 13 2 ・, 
？ 
女 31 5 1 1 l 

8 
男 17 1 

女 31 7 2 1 1 2 

男 16 8 1 1 1 ， 
女 28 4l 

男 17 3 
10 
女 28 8 5 1 1 1 5 2 

男 16 8 2 1 1 2 
11 
女 26 6 8 1 2 8 

男 16 4 1 
12 
女 29 7 1 1 

男 16 1 
1 
女 24 4 

2 男 16 2 

女 28 8 8 1 1 1 8 

「＇男 15 3 1 1 
•• i 1-

29 6 4 1 1 4, 

！ ＇i ！-女男--• i 191 32 7 1 1 1 4 7 

女； 844 77 25 1 3 4, 2 1 8 1 8 2 5 25 ， l 
• ·~• •一- - -幽一 -・..  - ••• • ---.  ... --- --—• → 
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2 次に同一人について耐熱性ウエルシユ菌の （表は．検体提出 10回以上におよんだものを掲

の排泄観察では．表(8)のようになる。 出した。）

(3) ーケ年間の観察表

性 月 別
爪i
別 5 7 8 ， 10 11 12 2 4! 6 1 8 

1 8 

゜
⑱ 

゜゚ ゜゚
⑥ 

゜゜゚
2 8 
4 ， 

゜ ゜
ー！， 

5 ， 8 ⑨ ゜゜゚゜゜
I 

6 ， V 
7 ， 
8 8 

゜
V 

゜゜ ゜
， 
8 

1 0 8 
1 1 8 V ⑱ 

゜゚1 2 8 ⑱ -l 
1 3 8 

゜
g ④ 0 

1 4 g V V 

゜1 5 8 

゜1 6 8 
~ 

1 7 8 
1 8 ， ④ 包゜1 9 ， ⑱ V 

゜゚
⑱ 

2 1 8 
2 2 ， ⑦ 8 ゜゚2 3 ， 
2 5 g V ¥’ 

゜
2 7 ， ＼／ 

2 9 8 

゜
⑯ 

゜ ゜゚
C) 

'8 1 g 

§ 3 2 ， ⑯ V 
8 4 g 

゜ ゜
⑩ 

8 5 g 

゜
V V 

8 6 g 
8 7 g 

゜
e 

゜゚
＠ ⑩ e 

8 8 ， 

゜4 0 g 

胃
V ⑪ ,,.. 

｀ 
4 1 g 
4 8 g 

゜゜
⑩ 8 V 4 5 ， 

4 9 g 

゜
V V 

5 0 g ⑥ 

゜
V V 

5 2 2 

゜
0. 

゜゚
5 8 ， V 

• 5 4 ~ I 0 ⑧ -I 0 ⑧ 

゜
~ ⑪ V 

゜
④ I 

註 〇耐熱性菌陽性()robb湮lV検体なし
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表のように50余名中． 1年間に 10回以上検 終りに検体提供に格別のご配慮を頂いた県立病

体提出者は40名であり， 1年回を通じて 1回も 院中央検査部．微生物検査科の御協力に深く謝意

耐熱性菌が検出されなかつた者は， 1lヽ＇：名で． を申上げたい。

2 7. 5，，，であった。 耐熱性菌検出の29名中． 文 献
印 bbs郡を検出出来た者は 17名で 58.6 %とな

るが．同一人から同じ'lyPeが毎回検出されるこ 1)赤真．他：健康人糞便中常在菌としてのウエ

とは全く認められなかつたことと．同一'lyPeが ルシユ菌に関する研究・日本細菌学雑誌

頻繁に検出されることもなかつた。然し.&29, 21•619~6 2 4, • 1.9 6 6 

.& 3 2．.& 3 7,の同一検体から同時に二つの． 2）赤真．他：同上第2報・日本細萌学雑誌

比bbs~が検出された。

考 察

県内健康成人についてのウエルシユ叫祉および

その耐熱性ウエルシュ菌については．前 で一部

発表したところであるが．耐熱性ウエルツユ茜分

離は約2l'li．その中I-bbbS'lvPeの郡別出来た

のは62'Iiであったが今回の同一施設の従業員約

5 0名についての定期検便の結果では．ウエルシ

ユ菌耐熱性分離は29.3'Ii比bbs那は 6％の郡別

となり，前回の検出率と大差なきことを確認出来

た。

又．同一人について一年問 (10回以上提出者）

にわたる観察では．特に顕著な耐熱性菌の常在性

が認められなかつたが． 40名中 29名は耐熱性

茜が一年間に少なくとも 1回以上糞便から検出さ

れたが11名は全く耐熱性菌が検出されなかった

ことは興味が深かつだ。又同一検体から二種類の

邸区甜が検出された三例があった。 然し同一

人から同甜菌が長期に検出されること嗜心るこ

とが出来なかつた。 このことは赤真らの 告と

同様であった。 ウエルシユ菌の消長はこのよう

に極めて自然に行なわれるようで．その個体とし

ての将営が薄く．食生活や環境等の影響k左右さ

れるものと考えられる。

む す び

1 同一施設の給食業務に従事する男女約 50 

名忙ついて毎月耐熱性ウエルシユ菌を険査した1

ケ年聞の成績は，（10 0℃ 6 0分に耐え、... }紫昧）

2 9. 3 %の検出率であり．その HL,bbs Type 

は6%と従前の検出率と殆んど大差はなかつた。

21•645~1 9 6 6 

3) 金鉄三郎：健康成人糞便中のウエルシユ菌

の調査・秋田県衛生科学研究所報

1'6.12 ・55~6 0 • 1. 9 6 8 

4) 辺野喜正夫：昭和40年度食品衛生特殊技

術諄習会（厚生省）

5) 微生物検査必携：日本公衆衛生協会

1. 9 6 6 
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